
 

市民のみなさま、いつも変わりない暖かいご支援をいただき

まして、心より感謝申し上げます。 

１２月議会には、競馬場跡地への「道の駅あらお（仮称）」

と「保健・福祉・子育て支援施設（仮称）」について、PFI

という建設から運営などの全てを事業者が担う方式で進める

ために、荒尾市が負担すべき補正予算が提案されました。ま

た、「道の駅」建設の見直しを求める請願書が提出され、私

は紹介議員になりました。一般質問では、①カキ養殖への支

援策、②荒尾郷土資料館の設立について質問しました。 
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荒尾市ウェルネス拠点（仮称）整備運営事業に 
荒尾市が４８億６６２４万円を負担 

「道の駅」建設費等：１２億９０００万円、維持管理費：毎年６０００万円
「保健・福祉・子育て支援施設」々：１５億５０００万円、々：３３００万円 

 
 

１２月議会では、競馬場跡地に「道の駅」と「保健・福祉・子

育て支援施設」を PFI 方式で同時に建設して運営していくため

に、荒尾市が今後１６年間で負担することになる総額４８億６,

６２４万１千円の債務負担行為の補正予算について採決され、反

対したのは私一人でした。５０億円にも迫る大型予算にも関わら

ず、何と説明資料が A４版１枚だけ、内訳も付属資料も積算根拠

も何も示されない中で、私が質問してようやく、執行部が施設整

備費の中で「道の駅」が約１２億９０００万円、「保健・福祉・

子育て支援施設」が約１５億５０００万円、「道の駅」の維持管

理費が年間６０００万円などと答弁する状況でした。これで議決

に持ち込むという執行部に対して、私は議会軽視と批判しました

が、こんな中味が不明な資料でも、他の議員がみんな賛成してし

まいました。これが、今の荒尾市議会の実態です。 

 

「道の駅」へ年間７４万人、１日２０００人を想定 
 「道の駅」に年間７４万人もの来客者が想定され、これに基

づく施設整備計画になっています。建物の償却期間は３９年とさ

れています。この人数を下回るようなことになれば、財政計画の

見直しが迫られてくるのではないでしょうか。他に「温浴施設」

に１日５４８人、商業施設に１日１万人以上などが想定されてい

ます。私は過大な建設規模になっていると思います。税金の無駄

使いにならないように、現実的な来客数による見直しを求めまし

た。 

 

詳細な内訳等まったく示されず 
私はこの議案に反対しました 
議会に提出された予算説明資料は、1枚のみ
（右図）。これでは何も判断できません。私は議
会軽視だと批判しました。 
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熊本博物館には、荒尾市の貝塚から出土された縄文

時代後期末につくられた“岩偶”が展示されていま

す。１９５８年の国道改良工事で、爆破された排土中

から発見されたもので、当時の九州考古学会で注目を

集めたのが、この岩偶です。顔面の幅は 11.８cm、

厚み 4.８cm、「顔面の眉・目・鼻・口の造作はきわ

めて明瞭で、眉は下向の弧を横に二つ連ね、あたかも

カモメが飛ぶような凹線をつけ、その上に細い刻線を

毛羽状に引いて眉としており、全国に数多い縄文時代

の人物像の顔面表現で、最もリアルな眉毛といえる。

石という素材にこれだけ豊な表現を生みだした境崎縄

文人の美的感覚には驚かされるほどである。」と評価

されています。荒尾市には展示する資料館などがまっ

たくないために、遠い熊本市に所蔵されています。 

 ぜひ、荒尾に資料館をつくり、市民にみていただけ

るようになればと思います。 

「道の駅あらお（仮称）」建設計画の
見直しを求める請願が 
不採択となりました ! 

 
賛成は、私一人でした！ 

２３００名を超える市民の皆さんから賛同署名が寄せら

れましたが、私以外の議員は全員が反対。 

この請願は、現在荒尾市が進めている「道の駅あらお（仮

称）」建設計画について、①拙速な建設計画を強行せず、立ち

止まって、市民の理解と納得を得て進めること。②「道の駅」

を中核とした施設などの複合案について、住民説明会を開催

し、市民への説明を徹底すること。③市民の声を生かして、価

値ある施設と思えるように現在の計画を見直すこと。の３点が

請願事項となっており、たくさんの市民から、賛同署名が寄せ

られています。執行部や議会が市民の声に耳を傾けるのは、当

然のことであり、私はこの請願の紹介議員になり賛成しました

が、他の議員は全員反対するという結果になりました。 
 

請願書に「事実と異なる点がある」と決めつけ 
署名に取り組んだ市民を中傷する発言 

一般質問や討論の中で、請願書の要旨が「事実と異なる点があ

る」と決めつけ、署名に取り組んだ方々を中傷するような発言

がありました。署名の要旨には、会計検査院による PFI 事業に

ついての指摘など、事実に基づく事項が紹介されています。 

 

  

 

 

 

 

 

荒尾郷土資料館の設立につい
て質問しました 

 荒尾市には、多くの遺跡や遺産がありますが、中世以前の文化遺産は市内外

に余り周知されておらず、関連する資料・文献などが分散しており、利用が非

常に困難な状態にあり、その存在や歴史的価値を知る術がなく、これらを一同

に集め、研究・学術的検討や利用をはかることが望まれています。 

 このような主旨で、市民から荒尾郷土資料館設立の要望書が出されており、

執行部の見解を求めました。 

 執行部は、シティモール 2階に計画している“新図書館”に「郷土資料室」

を設けると答弁。しかし、その部屋は６０m２しかなく、近隣の施設と比較して

も狭すぎて、私は、「博物館の水準の維持及び向上を図り、もって教育、学術

及び文化の発展並びに地域の活性化に貢献するよう努めるものとする。」とさ

れる「博物館の設置及び運営上の望ましい基準」をとても満たすことができ

ず、市民の要望には応えられないことを指摘し、近隣の自治体が設置している

ような新たな施設の設立を求めました。 

また、「文化財」を「保存優先」から観光客目線での「理解促進」、そして

「活用」へとする国の指針に沿って、荒尾市観光振興計画に郷土資料館を位置

づけるよう求めました。 

会計検査院による「国が実施する PFI事業について」 

https://report.jbaudit.go.jp/org/r01/ZUIJI12/2020-r02-Z2014-0.htm 


